
No. 項目 質問 回答

1 募集

来年度も募集はありますか。 本事業は林野庁補助事業であり、来年度の予定は未定です。

2 〃

実証事業とは何ですか。 提案した課題について検討し、解決のための成果を上げる事業です。

3 〃

今回の公募にて、複数の提案は可能ですか。また、提案件
数の上限はありますか。

複数の応募も可能です。提案件数の上限はありません。

4 〃

今年度設計実証を行い、来年度建築実証を行うことは可能
ですか。

可能ですが、来年度の予定は未定です。

5 要件

「一般流通材」はどのような材ですか。 一般に安価で調達できる流通材（製材や集成材）を指します。
例：杉（E70）4M 120×120、ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ集成 対象異等級（E105）4M 120×
300など

6 〃

「一般流通材」を活用していれば採択されますか。 事業の趣旨にもあるように、創意工夫による一般流通材の高度利用や、先駆
性等の高い木造化技術による設計・建築が必要になります。

7 〃

「地域の製材所等により生産・加工された建築用木材
を、、、の当該地域における、、、」で示されている「地
域」とは、同一県内でなければならないのですか。

同一の「地域」内にあることは必須ですが、同一「県」に限定しておりませ
ん。

8 〃

地域の「製材所等」とはどういったものを指すのですか。 地域の製材所やプレカット業者等です。

9
実証事業
実施期間

実証事業の着手は、どの時点を指すのですか。 設計実証であれば、補助事業対象の設計契約を締結した日。建築実証であれ
ば、補助事業対象工事の工事請負契約を締結した日。性能実証であれば、試
験等に必要な部材等を発注した日となります。

10 〃

実証事業の完了について、期日までにどこまで完了してい
れば良いのですか。

実証事業を完了させる必要があります。
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11 〃

設計実証の完了については、実施設計を終わらせる必要が
あるのですか。また、確認申請を提出する必要があるので
すか。

実証事業が完了していれば、必ずしも実施設計の完了や確認申請の提出は必
要はありません。

12 〃

建築実証の完了については、竣工する必要があるのです
か。あるいは着工していれば良いのですか。

実証事業が完了していれば、必ずしも竣工する必要はありませんが、建築実
証については、最低限建築用木材を活用し、建て方を完了させる必要があり
ます。

13 〃

木材の調達について、先行発注は可能でしょうか。 先行発注は可能です。先行発注する場合は、予め事務局に相談してくださ
い。

14 〃

予定していた実証事業が期日までに完了できない場合は、
延長することが可能でしょうか。

原則延長することはできません。

15 助成金

補助対象経費はどこまでですか。 実証事業の実施に関し検討が必要な工事費等のみが対象になります。建築用
木材を構造材として用いる場合は、構造躯体全般、最低限必要な外皮等の計
上は可能です。

16 〃

地方公共団体等の補助金を併用することは可能でしょう
か。

本事業で採択された実証事業の経費のうち、実施者負担分（7/10もしくは
1/2）について、地方公共団体等の補助を受けることは可能です。
上記補助を受ける場合は、当該補助制度の財源に、国費が入っていないこと
を必ず確認してください。
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